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　市と市内４大学は、各学校を会場に講座を開く「４大学リレー講座」の開催、学生の就業体験に協
力する「インターンシップ事業」の実施、「上田地域産業展」への参加などのほか、各大学と幅広い分
野に渡り、次のとおり連携を進めています。

　

上
田
市
に
は
、
信
州
大
学
繊
維
学
部
、
長

野
大
学
、
上
田
女
子
短
期
大
学
、
長
野
県
工

科
短
期
大
学
校
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
・

特
徴
的
な
学
術
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
複
数
の
専
門
学
校
が
あ
り
、
多
く
の
学

生
が
学
び
生
活
す
る「
学
生
の
ま
ち
」と
し
て

の
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
大
学
な
ど
の
専
門
的
教
育
研
究

の
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
と
も

に
、
併
せ
て
県
内
外
か
ら
集
う
学
生
た
ち
に

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
・
参
画
に

よ
る
活
気
あ
る
上
田
市
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
理
念
の

も
と
、
平
成
17
年
３
月
に
市
内
の
４
つ
の
大

学
な
ど
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
環
境
、
健

康
、
教
育
、
産
業
、
学
術
な
ど
様
々
な
分
野

で
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
、
日
本
経
済
新
聞
社

産
業
地
域
研
究
所
が
全
国
７
３
３
の
４
年
制

大
学
を
対
象
に
行
っ
た
地
域
貢
献
度
調
査

（
※
）で
は
、
信
州
大
学
が
１
位
、
長
野
大
学

が
４
位（
私
立
大
学
１
位
）に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、今
回
、母
袋
市
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
信
州
大
学
繊
維
学
部
の

濱
田
州
博
学
部
長
と
長
野
大
学
の
野
原
光
学

長
、
両
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
大
学
の
地

域
貢
献
活
動
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

対
談
を
行
い
ま
し
た
。

新
春
対
談

地
域
に
貢
献
す
る
大
学
の
取
組

信州大学副学長・繊維学部長

濱
はま

田
だ

  州
くに

博
ひろ

 氏
長野大学学長

野
の

原
はら

  光
ひかり

 氏
上田市長

母袋  創一

※全国大学の地域貢献度調査
大学が人材や研究成果をどれだけ地域社会に役立てているかを調査するもので、平成18年から毎年行われています。
調査は、地域貢献に関する質問を「組織・制度」、「ボランティア・防災」、「学生」、「企業・行政」、「住民」の５分野から
計23問設け、回答を点数化してランキング化したものです。

市と市内４大学の連携

　

市
民
参
加
・
協
働
推
進
課　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
５
４
）

信州大学 ●上田市産学官連携施設（A
エーレック

REC）での産学の共同開発研究の促進
●地域医療再生のため信州上田医療センターへの医師の派遣

長野大学
●地域づくりや地域福祉を担う人材育成のための講座
●地元農産物の普及・ブランド化など地産地消の推進
●小学校で授業のサポートを行う学校支援ボランティアの派遣

上田女子短期大学
●上田情報ライブラリーでの学生による幼児など対象の読み聞かせ会
●各地の公民館などでの古典文学講座

長野県工科短期大学校
●親子向け工作教室の開催など次代を担う子どもたちの「ものづくり」へ
の関心を深める取組
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念
は「
学
問
の
生
活
化
」で
あ
る
こ

と
か
ら
、
学
問
を
暮
ら
し
に
生
か

し
、
暮
ら
し
の
知
恵
か
ら
学
問
を

学
ぶ
と
い
う
精
神
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
専
門
知

識
を
持
っ
た
教
員
と
学
生
が
地
域

に
出
て
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
問

題
の
解
決
に
一
緒
に
取
り
組
む
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
、
学

生
は
問
題
解
決
の
た
め
に
何
を
学

ぶ
必
要
が
あ
る
の
か
を
知
り
、
地

域
の
大
人
の
生
き
方
や
、
人
生
の

知
恵
を
学
び
、
自
分
の
生
き
方
を

考
え
直
す
と
い
う
教
育
効
果
が
非

常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
教
員

は
、
地
域
の
問
題
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
深
く
研
究
す
べ
き
問
題
を

発
見
し
、
大
学
に
持
ち
帰
っ
て
研

究
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
域
の
中
で
果
た
す

大
学
の
役
割

市
長　

次
に
、
学
生
の
取
組
へ
の
支

援
や
、
地
域
の
中
で
の
大
学
の
役

割
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

濱
田
学
部
長　

学
生
へ
の
支
援
で

は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
と
い
う
組

織
が
あ
り
、
学
生
の
起
業
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
的
な
活
動
へ
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
地
元
の

企
業
と
一
緒
に
か
り
ん
と
う
に
桑

の
葉
の
成
分
を
入
れ
て「
く
わ
り

ん
と
う
」と
い
う
も
の
を
作
り
ま

し
た
。

　
　

就
職
活
動
へ
の
支
援
と
し
て

は
、
今
は
地
域
に
良
い
企
業
が
あ

る
の
に
目
を
向
け
ず
、
マ
ッ
チ
ン

グ
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
と
連
携

し
就
活
コ
ン
パ
と
い
う
も
の
を
開

催
し
、
宴
会
を
し
な
が
ら
学
生
と

地
域
企
業
の
社
長
が
、
接
す
る
機

会
を
作
っ
て
い
ま
す
。
学
生
に
は

か
な
り
好
評
で
、
社
長
に
も
若
者

の
意
見
が
自
由
に
聞
け
る
と
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
と
の
連
携
と

地
域
貢
献
の
取
組

市
長　

地
域
貢
献
度
調
査
に
お
い
て

輝
か
し
い
評
価
を
受
け
ら
れ
、
大

変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
始

め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
取
組
を

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

濱
田
学
部
長　

信
州
大
学
と
上
田

市
と
の
連
携
は
、
ど
こ
の
地
域
も

そ
う
で
す
が
、
医
師
不
足
な
ど
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
医
学
部
か
ら
医
師
を
派
遣
し
た

り
、
ま
た
、
い
か
に
健
康
年
齢
を

伸
ば
す
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

の
講
演
活
動
な
ど
に
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

繊
維
学
部
の
関
係
で
は
、
上

田
市
産
学
官
連
携
支
援
施
設（
通

称
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
・
浅
間
リ
サ
ー
チ
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
略

称
）が
学
部
内
に
あ
り
、
そ
こ
を

中
心
に
市
内
に
あ
る
企
業
な
ど
と

様
々
な
形
で
産
学
連
携
を
し
た

り
、
企
業
向
け
の
講
演
活
動
を
行

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
一
番
の
連

携
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
を
中
心
に
上
田
市
と
深

い
連
携
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
他
に
、
子
ど
も
た
ち
に

理
科
や
技
術
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
も
重
点
を
お
い
て

い
て
、
地
域
の
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た「
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
」

と
い
う
実
験
教
室
の
開
催
や
、
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
教
員
の

協
力
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
に
つ
い
て
も
、
貢
献
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

続
い
て
、
長
野
大
学
の
野
原

学
長
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

野
原
学
長　

全
国
の
私
立
大
学
の
地

域
貢
献
度
で
３
年
連
続
総
合
１
位

と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま

す
。
う
え
だ
み
ど
り
大
根
、
山
口

大
根
な
ど
の
地
物
野
菜
を
復
活
さ

せ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
る
試
み
、

地
元
の
小
学
校
な
ど
へ
の
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
市
と

共
同
で
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、

里
山
で
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
雑

木
林
を
復
活
さ
せ
、
も
う
一
度
生

活
の
中
で
利
用
す
る
こ
と
を
考
え

る
取
組
、福
島
の
原
発
被
害
に
遭
っ

た
農
家
の
上
田
移
住
を
支
援
し
、

耕
作
放
棄
地
の
農
業
復
活
に
向
け

た
取
組
、
あ
る
い
は
学
生
に
よ
る

上
田
バ
ス
の
車
体
の
色
彩
デ
ザ
イ

ン
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
ら
の
取
組
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
長
野
大
学
は
、

も
と
も
と
旧
塩
田
町
の
支
援
を
受

け
、
地
域
の
大
学
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
長
野
大
学
の
建
学
の
理

大
学
の
地
域
貢
献
と
役
割

信州大学繊維学部内に
ある上田市産学官連携
施設（AREC）では、企業
向けセミナーなど様々
な連携が行われてい
る。

長野大学の学校支
援ボランティア。
小学校などに発達
障がいの子どもの
支援をする学生ボ
ランティアを派遣
している。

対談第１
部
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市
長　

就
職
の
際
に
、
よ
く
ミ
ス

マ
ッ
チ
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま

す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
な
く
す

た
め
に
も
、
学
生
時
代
か
ら
就
活

コ
ン
パ
の
場
で
、
企
業
を
知
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
続
い
て
長
野

大
学
は
い
か
が
で
す
か
。

野
原
学
長　

地
域
と
の
関
わ
り
で
私

た
ち
は
、「
教
員
」、「
学
生
」、「
大

学
組
織
」の
３
つ
の
役
割
を
意
識

し
て
い
ま
す
。

　
　

教
員
の
役
割
で
は
、
私
た
ち
は

地
元
に
住
み
着
い
た
鞍く
ら

馬ま

天
狗
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
鞍

馬
天
狗
は
、
問
題
が
あ
る
と
ど
こ

か
ら
か
来
て
、
解
決
し
て
去
っ
て

行
き
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
地
元

の
大
学
で
、
教
員
も
皆
地
元
に
住

ん
で
い
ま
す
。
問
題
を
解
決
す
る

と
同
時
に
、
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ

に
暮
ら
し
て
い
る
人
間
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
地
域
貢
献
に
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

学
生
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
学

生
が
地
元
の
問
題
に
取
り
組
む
中

で
育
ち
、
地
域
社
会
の
中
で
生
活

し
、
就
業
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

大
学
組
織
の
役
割
と
し
て
は
、

大
学
が
眠
っ
て
い
る
地
域
の
資
源

を
専
門
家
の
目
で
見
て
、
掘
り
起

こ
し
、
再
活
用
す
る
こ
と
の
取
り

ま
と
め
役
に
な
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

将
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

市
長　

今
後
ど
の
よ
う
な
学
校
に
し

た
い
か
、
学
生
を
育
て
た
い
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
、
夢
を
話
し
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

　信州大学は、キャンパスが広く県内に分散していますが、それぞれの学部が、様々な
分野で地域貢献に取り組み、それを総合した結果が今回の地域貢献度調査の評価につな
がったと思います。
　信州大学が最初に産学官連携を始めたのが上田市で、平成14年に繊維学部内に上田市
産学官連携施設（A

エーレック

REC）ができ、その後、長野市、松本市へと展開しています。
　ARECには伝統があり、180社以上の会社と一緒に技術開発や新産業創出などを目的に
活動しています。地域の有力な中堅企業の多くの経営者が大学に入ってきてくれ、大学
に力を貸してくれることから、こういった企業の方々は大学の応援団だと思っています
し、都会にはない強みで、こういう点からも信州大学は、地域密着の大学だと思っており、
また、その点が評価されたと思っています。
　今後は、大学として地域の問題を聞き、解決するプロジェクトを考えています。例えば、
信州大学が上田市の課題を聞き、どの学部のどの教員が対応するかを考える仕組みです。
自治体からの要望は複雑で、県との連携もあるので、一つの学部では対応できない課題
を各学部が共同で対応する、地域との連携センター的なものを組織化していくことを考
えています。そのようなことが、今後の地域貢献としては必要だと思っています。

信州大学、長野
大学、ARECが連
携して開催した
就活コンパは、
学生と地域企業
の経営者が交流
する新たな機会
となった。

信州大学

今後、大学全体で地域課題に対応する組織を検討

信州大学理事・副学長
（産学官連携担当）

三
み

浦
うら

  義
よし

正
まさ

氏

対談は、長野大学の図書館で行われた。
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濱
田
学
部
長　

繊
維
学
部
は
、
日
本

で
は
信
州
大
学
に
し
か
な
い
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
学
部
で
す
。し
か
し
、

世
界
を
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
の
大
学
に
も
繊
維
学
部
は
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
次
の
時
代
の
繊

維
を
見
据す

え
、
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
だ
か
ら
良
い
の
で
は
な

く
、
そ
の
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ス

ト
ワ
ン
を
目
指
す
こ
と
が
目
標
で

す
。
そ
の
と
き
に
、
上
田
と
世
界

を
つ
な
ぐ
拠
点
に
な
る
こ
と
が
、

地
域
で
の
役
割
の
一
つ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
議
所

と
一
緒
に
行
っ
て
い
る
上
田
紬
の

復
興
が
あ
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち

と
一
緒
に
上
田
紬
も
世
界
に
羽
ば

た
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
形
で
繊
維
学
部
が
拠
点

に
な
り
、「
繊
維
学
部
が
あ
る
か

ら
上
田
に
進
出
し
よ
う
」と
い
う

企
業
が
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に
上
田

に
対
し
て
様
々
な
協
力
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
し
、
将
来
的
に
は
、

そ
の
よ
う
な
企
業
も
呼
び
込
め
る

よ
う
な
学
部
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
長　

素
晴
ら
し
い
。
企
業
誘
致
に

も
な
り
、
産
学
官
連
携
が
更
に
進

化
を
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。お
お
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

野
原
学
長　

長
野
大
学
と
し
て
は
、

一
つ
は
地
元
に
あ
る
地
物
の
知

恵
、
伝
統
、
技
術
を
掘
り
起
こ
し

て
、
磨
き
を
か
け
、
組
み
合
わ
せ

て
地
域
興
し
に
結
び
付
け
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
世
話
役
）と
な
る

こ
と
が
、
大
学
の
役
割
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。研
究
者
、学
者
が
個
々

の
埋
も
れ
た
資
源
を
手
直
し
し
て

使
え
る
よ
う
に
す
る
優
れ
た
修
理

職
人
の
よ
う
に
、
腕
を
磨
い
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
は
、
足
腰
の
強
い
、
自
分
の

頭
で
考
え
る
自
立
し
た
市
民
と
し

て
、
地
域
に
根
を
下
し
社
会
を

担
っ
て
く
れ
る
学
生
を
送
り
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

地
域
貢
献
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
の
持
ち
味
で
十
分
果
た
さ
れ
て

い
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
地
域

に
と
っ
て
も
、学
校
、学
生
に
と
っ

て
も
、
良
い
学
び
の
場
に
な
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　地域連携センターの前身である生涯学習センターを平成５年に設置して以来、約20年
にわたり地域住民向け公開講座を積極的に開講するなど、地域密着の取組を行ってきた
ことと、３学部の教育内容に、観光振興、まちづくり、福祉、医療、子育て支援、地域産業
活性化、ボランティア、防災などの地域貢献をテーマにした活動を組み込んでいること
が地域貢献度調査で高く評価されたと思います。また、長野県北部地震で被災した栄村
へボランティアを継続的に派遣し、現在では復興に向けて住民要望などの聞き取り調査
を行い、復興計画を具体化する際に反映できるよう活動しています。災害支援ボランティ
アの派遣は阪神淡路大震災、新潟県中越地震、新潟県中越沖地震と継続的に行っています。
　学生分野で高く評価されたのは地元就職率で、全国平均の51.9%に対し、長野大学は
80.3％の学生が県内で就職しています。県外からの学生もいますが、上田が気に入り上田
で就職する学生もいます。
　今回の調査で、地域との関わりについて自己点検ができました。結果を検証、評価し、
今後、活動の一層の充実を図っていきたいと思います。また、教員個々と地域とのつな
がりも生かしながら、大学の組織としてコーディネートしていきたいと考えています。
今後はそのようなことが一層求められると思っています。

長野大学の学生
ボランティアが
長野県北部地震
で被災した栄村
で田のあぜ作り
をした。

長野大学環境ツーリズム学部
学部長・地域連携センター長

安
やす

井
い

  幸
こう

次
じ

氏

長野大学

地域貢献をテーマにした教育内容を充実
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市
長　

４
人
の
大
学
生
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
己
紹
介
と
地

域
貢
献
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

真
島　

信
州
大
学
の
真
島
正
博
で

す
。
佐
賀
県
出
身
で
す
。
私
た
ち

が
学
ぶ「
感
性
工
学
」と
い
う
考
え

方
を
実
践
す
る
た
め
、
平
成
19
年

か
ら
、
ハ
ナ
サ
カ
軍グ
ン

手テ

ィィ

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
プ

リ
ン
ト
Ｔ
シ
ャ
ツ
シ
ョ
ッ
プ
を

経
営
し
、
冬
の
活
動
と
し
て
カ

ラ
フ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を
印
刷
し
た

手
袋「
軍
手
ィ
」を
製
作
し
販
売

し
て
い
ま

す
。
チ
ャ

リ
テ
ィ
活

動
は
、
軍

手
ィ
の
収

益
で
小
学

１
年
生
に

小
さ
い
軍
手
ィ「
ち
び
軍
手
ィ
」を

配
布
し
、
子
ど
も
た
ち
に
長
野
の

冬
を
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し
て
も

ら
う
と
い
う
活
動
で
す
。

市
長　

子
ど
も
た
ち
の
反
応
や
人
気

は
ど
う
で
す
か
。
今
回
は
、
長
野

県
下
の
小
学
１
年
生
に
配
布
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

真
島　

贈
呈
式
で
小
学
校
へ
行
き
、

小
学
生
に
手
渡
し
て
い
ま
す
が
、

も
の
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
県
全
域
の
小
学
１
年

生
約
１
万
８
０
０
０
人
に
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

市
長　

大
変
な
数
量
で
す
が
、
活
動

は
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
後
輩
へ
引
き

継
い
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
続
い

て
、
長
野
大
学
の
地
域
貢
献
活
動

の
取
組
に
つ
い
て
樋
口
さ
ん
か
ら

お
話
し
く
だ
さ
い
。

樋
口　

長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ

ム
学
部
４
年
の
樋
口
こ
こ
ろ
で

す
。
岡
山
県
出
身
で
す
。
私
た
ち

が
行
っ
て
き
た
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
ま
ず
、
平
成
21
年
11

月
、
柳
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
コ
ラ

ボ
食
堂
で
、
古
民
家
だ
っ
た
家
屋

へ
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
設
置
や
、
壁

の
塗
装
な
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
な
が
ら
建
設
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。平
成
22
年
２
月
、

上
田
の
名
物
お
や
き
を
発
掘
し
て

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、コ
ラ
ボ
食
堂
で「
お
や
き
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
。
お
や
き

店
に
地
鶏
の
真
田
丸
を
使
っ
た

お
や
き
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
お
土
産
で
持
ち
帰
り
た
い
な

ど
参
加
者
の
反
響
は
大
き
く
、
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
11
月

か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の「
駅
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」を
共
同
企
画
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
上
田
駅
か
ら

上
田
の
街
並
を
歩
く
コ
ー
ス
と
、

別
所
線
下
之
郷
駅
か
ら
別
所
温
泉

ま
で
を
歩
く
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス

を
作
り
、
途
中
で
伝
統
野
菜
の
山

口
大
根
の
天
ぷ
ら
を
振
る
舞
う
な

ど
、お
も
て
な
し
企
画
を
実
施
し
、

上
田
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
。

市
長　

芳
池
さ
ん
、
宮
﨑
さ
ん
が
関

わ
っ
た
活
動
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

芳
池　

環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
４

年
の
芳
池
夢
穂
で
す
。
地
元
上
田

市
出
身
で
す
。
私
は
、
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
や
お
や
き
作
り
、
コ
ラ

ボ
食
堂
で
の
取
組
に
関
わ
り
ま
し

た
。
地
元
出
身
な
の
に
、
こ
れ
ま

で
歩
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
市
街

地
を
実
際
に
歩
く
と
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
が
残
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
発
見
で
き
、
ま
た
、
お
客
様

に
も
上
田
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

宮
﨑　

環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
４
年

の
宮
﨑
莉
乃
で
す
。
群
馬
県
嬬
恋

村
出
身
で
す
。
私
は
、
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
へ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
、
コ
ー
ス
案
内
や
コ
メ
ン
ト

入
り
の
マ
ッ
プ
を
大
学
の
デ
ザ
イ

ン
サ
ー
ク
ル
に
作
成
し
て
も
ら
う

な
ど
、
す
べ
て
手
作
り
で
行
い
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

学
生
の
対
応
や
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
に

対
す
る
評
価
が
高
く
、
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

実
践
の
場
に
な
っ
た

市
長　

大
学
時
代
に
、
地
域
住
民
や

観
光
客
と
接
し
て
色
々
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
経
験

で
、
東
京
に
い
て
は
で
き
な
い
こ

と
で
す
。地
域
と
の
触
れ
合
い
は
、

地
方
の
大
学
で
学
ぶ
良
さ
が
あ
る

と
、
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
感
じ

ま
し
た
。
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

真
島　

活
動
を
通
じ
、
学
生
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
多

く
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

商
店
街
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
軍

手
ィ
を
販
売
し
て
も
ら
う
た
め
、

商
店
主
さ
ん
に
お
願
い
を
し
に
行

く
と
、
快
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
学
生
の
活
動
も
、

も
っ
と
地
域
や
住
民
を
巻
き
込
ん

で
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

樋
口　

私
は
岡
山
県
出
身
で
す
が
、

環
境
、
観
光
、
地
域
貢
献
分
野
を

真
ま

島
しま

  正
まさ

博
ひろ

さん
信州大学大学院工学系研究科
修士課程感性工学専攻２年

樋
ひ

口
ぐち

  こころさん
長野大学
環境ツーリズム学部４年

宮
みや

﨑
ざき

  莉
り

乃
の

さん
長野大学
環境ツーリズム学部４年

芳
よし

池
いけ

  夢
ゆめ

穂
ほ

さん
長野大学
環境ツーリズム学部４年

学
生
が
取
り
組
ん
だ
地
域
貢
献
活
動

対談第２
部

軍手ィ
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勉
強
で
き
る
こ
と
を
知
り
長
野
大

学
を
選
び
ま
し
た
。
実
際
に
、
こ

ん
な
に
多
く
地
域
に
出
て
活
動
す

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
域
の
方
々
と
活
動
を
行
う
時
は
、

と
て
も
温
か
く
接
し
て
く
れ
て
、

温
か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
体
的
に
活
動
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
け
た
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
長　

主
体
的
に
活
動
す
る
と
い
う

積
極
的
な
姿
勢
は
、
社
会
に
出
て

も
か
な
り
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

芳
池　

私
は
、
地
元
に
い
て
観
光
を

学
べ
る
の
で
長
野
大
学
へ
入
学
し

ま
し
た
。
ふ
だ
ん
は
観
光
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
側
で
す
が
、
授
業

で
サ
ー
ビ
ス
を
与
え
る
側
の
大
変

さ
や
、
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
実
践
し
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

市
長　

愛
す
る
上
田
に
長
く
住
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。
上
田
市
は
昨
年
、
嬬
恋
村
と

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
ま
た
、
真
田
街
道
推
進

機
構
が
発
足
し
、真
田
氏
を
軸
に
、

ま
ち
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
宮
﨑
さ
ん
は

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
。

宮
﨑　

嬬
恋
村
も
農
業
や
観
光
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

観
光
客
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私

も
、
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
通
じ

て
、
青
森
や
京
都
な
ど
県
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
上
田
へ
来
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
上
田
の
人
気
を

実
感
し
ま
し
た
。
観
光
客
や
地
域

の
方
々
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ

り
、
上
田
の
魅
力
を
学
生
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。今
後
は
、大
学
で
培
っ
た
力
を

活い

か
し
、上
田
の
人
気
に
便
乗
し
、

嬬
恋
村
へ
の
観
光
客
を
一
緒
に
増

や
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
を

自
分
の
将
来
へ
活
か
し
た
い

市
長　

最
後
に
、
皆
さ
ん
が
経
験
し

学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
、
ど
う
活
か

し
て
い
く
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

真
島　

私
は
、
軍
手
ィ
と
い
う
活
動

を
通
じ
、
地
域
の
人
を
巻
き
込
ん

で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
こ
の
先
、
就
職
し

て
も
、
会
社
や
自
分
た
ち
の
世
界

だ
け
で
何
か
を
進
め
る
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
色
々
な
人
や
地
域
を

巻
き
込
ん
で
い
く
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

樋
口　

私
は
、
訪
れ
た
人
や
お
客
様

に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
観
光

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
そ
の
こ
と
を
活
か
し
、
夢
を
追

い
か
け
な
が
ら
、
お
客
様
の
笑
顔

が
見
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

芳
池　

大
学
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
、

自
分
で
感
じ
た
上
田
の
魅
力
的
な

場
所
を
、
上
田
を
訪
れ
た
人
や
市

民
に「
案
内
係
」に
な
っ
た
つ
も
り

で
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
市
民
が
も
っ
と
地
域
を
好
き

に
な
り
一
人
ひ
と
り
が
案
内
人
に

な
れ
る
よ
う
、
私
が
そ
の
先
駆
け

に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

宮
﨑　

大
学
生
活
で
は
学
校
以
外

の
人
と
関
わ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
お
も
て
な
し

の
心
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
社
会

に
出
て
も
、
そ
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
私
が
感
じ
た
上
田
の
魅
力
を

嬬
恋
村
や
県
外
の
知
り
合
い
に
も

紹
介
し
、
上
田
市
と
の
関
係
を
持

て
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
回
の
対
談
を
通
じ
、

大
学
と
地
域
の
連
携
強
化
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
大
学
側
か
ら

見
る
と
、
地
域
へ
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
が
、
今
の
時
代
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

し
て
、
行
政
、
地
域
住
民
が
大
学

の
存
在
を
も
っ
と
見
つ
め
て
、
学

生
と
ど
の
よ
う
な
連
携
が
で
き
る

の
か
、
お
互
い
に
学
び
合
う
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　

私
た
ち
も
引
き
続
き
お
お
い
に

学
生
の
活
動
、あ
る
い
は
大
学
の
取

組
に
協
調
し
、
協
働
作
業
で
連
携

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

対談する母袋市長、真島さん、樋口さん、芳池さん、宮﨑さん

長野大学生が柳町のコラボ食堂で
おやきフェスティバルを開催した。

信州大学生のハナサカ軍手ィプロジェクトでは、
ちび軍手ィを全県の小学１年生へ贈呈した。

※対談の模様は市ホームページの「上田市行政チャンネル」でもご覧いただけます。7



　

わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
自

ら
が
、
創
意
工
夫
に
よ
り
地
域
の
魅
力
を
高

め
、
市
民
の
交
流
を
促
進
す
る
自
主
的
・
主

体
的
な
取
組
に
つ
い
て
市
が
積
極
的
に
応
援

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
自
治
会
で
は
固
有
の

歴
史
や
文
化
、
特
色
あ
る
自
然
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

な
ど
が
行
わ
れ
、
住
民
相
互
の
連
帯
感
が
高

ま
り
、
ま
た
、
市
民
団
体
で
は
各
種
イ
ベ
ン

ト
開
催
、
防
犯
・
防
災
、
子
育
て
な
ど
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
で
主
体
的
な
活
動
が
展
開
さ

れ
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
は
自
治

会
、
市
民
活
動
団
体
で
延
べ
４
３
０
件
の
事

業
が
実
施
さ
れ
、
地
域
課
題
の
解
決
や
市
内

各
地
で
魅
力
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
ま
た
、

地
域
内
分
権
お
よ
び
市
民
の
参
加
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
25

年
度
か
ら
制
度
を
さ
ら
に
充
実
し
、
引
き
続
き

皆
さ
ん
の
活
動
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
」

平
成
25
年
度
の
事
業
を
募
集
し
ま
す

・補助限度額の増額（100万円または150万円→200万円）

・市民活動団体の補助期間の延長（２年以内→５年以内）

・応募機会の増加（年１回→年３回）

・新たに取り組む事業は何度でも申請が可能（１自治会１事業限りを廃止）

・同一年度内に複数の事業への申請が可能

新制度の主な内容

　「個性あるふるさとづくり応援事業（自治会対象・補助限度額150万円、補助期間５年以内）」と「特色あるま
ちづくり応援事業（市民活動団体対象・補助限度額100万円、補助期間２年以内）」を一本化し、制度を改正し
て次の点などを充実しました。

夏祭りでの盆踊りの復活と
新作踊りの創作・普及（武石地域）

（これまで行われた事業の事例は市のホームページ「わがまち魅力アップ応援事業」でご覧いただけます）

地域内の史跡などを紹介する
案内看板の設置（真田地域）

市民による新しいバイパスの
景観美化のための花壇づくり（丸子地域）

蛍の復活に向けた蛍水路づくり
（上田地域）

制度充実

8



主たる事業実施地区（地域） 選考機関 応募先（地域協議会事務局） 電話番号

市内全域 地域協議会正副会長会 市役所本庁舎市民参加・協働推進課
TEL22・4100
（内線1354）

東部、南部、中央、北部、神川 上田中央地域協議会 中央公民館 TEL22・0760
西部、塩尻 上田西部地域協議会 西部公民館 TEL27・7544
城下、川辺・泉田 上田城南地域協議会 城南公民館 TEL27・7618
神科、豊殿 神科・豊殿地域協議会 豊殿地域自治センター TEL35・2939
東塩田、中塩田、西塩田、別所温泉 塩田地域協議会 塩田地域自治センター TEL38・3000
川西 川西地域協議会 川西地域自治センター TEL75・5840
丸子地域 丸子地域協議会 丸子地域自治センター地域振興課 TEL42・1011
真田地域 真田地域協議会 真田地域自治センター地域振興課 TEL72・2202
武石地域 武石地域協議会 武石地域自治センター地域振興課 TEL85・2824

問い合わせ・応募先

応募から補助金交付までの流れ

※他の補助事業との併用はできません。
※交付決定前に実施した事業は対象外となり
ます。
※交付決定後、特に必要があると認められる
場合は交付決定額の８割まで概算で支払う
ことが可能です。
※事業完了後、事業報告会で報告を行ってい
ただく予定です。

　今回の募集は、平成25年度予算の成立の後、速やかに補助事
業を開始できるようにするため、事前に手続きを行うものです。
平成25年度予算の成立が前提であり、予算の状況により補助事
業の内容などに変更がある場合がありますので、あらかじめご了
承ください。

事業の選考
　事業実施地域の地域協議会による審査会を実施します。申請団
体の皆さんに事業内容の説明（プレゼンテーション）を行っていた
だきます。

応募方法
　市役所・各地域自治センターなど（下表の応募先）にある所定の
申込書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入
し、主たる事業を実施する地域の地域自治センター・公民館（市内
全域の場合は市役所本庁舎２階市民参加・協働推進課）へ２月28日
㈭までに提出してください（郵送不可）。

募集期間 ２月１日㈮～28日㈭

「わがまち魅力アップ応援事業」平成25年度の事業を募集します

項　目 内　　　　　　　　　容

対象者 自治会、自治会連合会、５人以上の市民活動団体

対象となる事業
自治会や各種市民活動団体などが地域課題の解決
や地域の活性化に向けて、自主的・主体的に取り
組む事業

補助限度額 200万円（補助期間内の総額）

補助期間 ５年以内

対象経費
謝金、旅費・交通費、消耗品費、印刷製本費、燃
料費、通信費、保険料、委託費、使用料および賃
借料、原材料費、備品購入費

補助率 補助対象経費の10/10以内

募集回数 年３回
（今回の募集のほか６月・９月にも募集予定）

※委託費、備品購入費については補助金の交付額に一部制限があります。
詳しくは問い合わせください。

平成25年度わがまち魅力アップ応援事業の概要

①各地域の事務局へ申し込み

③選考結果の通知

④補助金の交付申請

⑤補助金交付額の決定（通知）

⑥事業開始

⑦実績報告の提出

⑧補助金交付額の確定

⑨補助金の請求

⑩補助金の交付

（事業実施）

＝申請者に行なっていただく内容

②地域協議会で選考

申請者によるプレゼンテーション

※「わがまち魅力アップ応援事業の制度充実と募集」については、上田市行政チャンネル「ようこそ市長室へ」で２月８日㈮～14日㈭
まで放送しますのでご覧ください。9
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◇補助金
名　称 　事業所用太陽光発電システム設置費補助金
対象設備 　太陽電池の最大出力が10kw未満の設備
補助金額 　１kwあたり６万1,000円（賃貸用アパートやマンションなど、

国（J-PEC）の補助金の対象となる場合は、２万6,000円）
その他 　３月29日㈮までに設備工事や電力会社との契約が終了するこ

とが必要です。
◇制度融資
名　称 　環境保全資金
金　利 　年1.8％（利子補給あり）
信用保証料 　全額市が補助
限度額 　3,000万円
返済期間 　７年以内
　  商工課　TEL23・5395

事業所への太陽光発電の設置を支援
工場や店舗などの事業所が対象お知

らせ
　工場や店舗などの事業所への太陽光発電システムの設置について、補助金や低利の制度融資のあっせんを行ってい
ますので、お気軽にご相談ください（手続や条件の詳細などについては、問い合わせください）。

2013シリーズ文化講演会
今回のテーマは「歴史に学ぶ」催

し
　各界で活躍されている個性豊かな３人の講師を迎え、「歴史に学ぶ」をテーマに市内文化団体が合同で開催します。
ぜひご来場ください（入場無料。申し込み不要）。
◇第１回
日　時 　２月23日㈯午後１時30分～３時（開場１時）
場　所 　丸子文化会館セレスホール
テーマ 　「１色の虹よりカラフルな虹がいい」
講　師 　にしゃんた氏（羽

は

衣
ごろも

国際大学准教授）
定　員 　800名
　  教育事務所　TEL42・3147

◇第３回
日　時 　３月16日㈯午後１時30分～３時（開場１時）
場　所 　上田文化会館ホール
テーマ 　「幕末の藩士･吉田松

しょう

陰
いん

と高杉晋作､三
み

吉
よし

慎蔵に学ぶ」
講　師 　原

はら

田
だ

大
だい

二
じ

郎
ろう

氏（俳優）
定　員 　500名
　  文化振興課　TEL23・6361

◇第２回
日　時 　３月９日㈯午後１時30分～３時（開場１時）
場　所 　真田中央公民館ホール
テーマ 　「大坂の陣と真田幸村伝説」
講　師 　北

きた

川
がわ

央
ひろし

氏（大阪城天守閣研究主幹）
定　員 　400名
　  教育事務所　TEL72・2655

にしゃんた氏

北川央氏

原田大二郎氏



tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センターtel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

11

地域経営フォーラム
魅力ある地域づくりに向けて催

し
　地元出身の

うし
山
やま
美
み
耶
や
子
こ
アナウンサーの進行により、テレビ・ラジオでお

なじみの長野経済研究所小澤吉
よし
則
のり
調査部長と実際に経営をされている３名

をパネラーに迎え、企業・地域の経営について議論を深めます。
　わが社のファンを多く作るためには、信頼される企業になるためには、
そして魅力と誇れる地域創生のために何ができるか、皆さんと共に語り合
います。
日　時 　２月19日㈫午後５時～（約１時間30分）
場　所 　丸子文化会館小ホール
◇第一部・講演
演　題 　「今こそ求められる企業・地域のブランド化」
講　師 　小澤吉則氏（長野経済研究所調査部長）
◇第二部・パネルディスカッション
テーマ 　「信頼され続ける企業を目指して、大切にしていること」
パネラー 　柳原幸

ゆき

生
お

氏（㈱柳原製作所代表取締役）、滝澤光
みつ

次
じ

氏（信州銘醸㈱代表取締役）、
丸山和敏氏（丸子中央総合病院院長）

司　会 　釐牛山美耶子氏（信越放送アナウンサー、武石地域出身）
コメンテーター 　小澤吉則氏
◇共通事項
参加費 　無料
その他 　詳細は、丸子工業振興会事務局へお問い合わせください。
　丸子工業振興会事務局（  産業観光課内）　TEL42・1047

災害時の迅速かつ円滑な応急活動のために
被災建築物等の解体撤去、電気保安に関する協定を締結

お知
らせ
　市は、昨年12月18日に協同組合長野県解体工事業協会と「地震等大規模災害時における被災建築物等の解体撤去に
関する協定」、一般財団法人中部電気保安協会長野支店と「災害時における電気の保安に関する協定」の調印を行いま
した。
　大規模災害発生時には、物資の輸送路の確保や救出救護活動のため、支障となる被災建築物などの解体撤去が必要
となるほか、市の防災上重要な施設である庁舎や避難場所となる小中学校施設などの電源の確保が必要となります。
　今回の協定締結により、市では、迅速かつ円滑に応急活動を進めることができるとともに、市の施設への電源復旧
における安全性を確保することができます。
　  危機管理防災課　TEL21・0123

小澤吉則氏

釐牛山美耶子氏

江
え

本
もと

源
もと

俊
とし

長野県解体工事業協会理事長（左側）と母袋市長母袋市長と倉
くら

持
もち

高
たか

久
ひさ

中部電気保安協会長野支店長（右側）
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ア･ラ･カルト
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

情報

Information A La Carte

お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

２
月
は
児
童
手
当
・
特
例

給
付
の
支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
中
の
方

へ
平
成
24
年
10
月
分
か
ら
平
成
25
年
1
月

分
ま
で
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
２
月

８
日
㈮
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給

資
格
が
分
か
ら
ず
に
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
方
や
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
上

田
市
へ
転
入
し
た
ば
か
り
で
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
方
な
ど
は
認
定
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
０
３
９

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

証
明
書
の
一
部
発
行
を
休
止

　

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
よ
り
次
の
と
お
り

証
明
書
の
発
行
を
休
止
し
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
休
止
す
る
証
明
書　

所
得
証
明
書
、
納

税
証
明
書（
軽
自
動
車
税
含
む
）

●
期
日　

２
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
・
11
日

（
月
・
祝
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

税
務
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
１
５

　
　

収
納
管
理
課　

TEL
23
・
５
１
１
７

　
　

情
報
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
１

あ
い
そ
め
の
湯
臨
時
休
館

　

館
内
設
備
保
守
点
検
の
た
め
、
次
の
期

間
あ
い
そ
め
の
湯
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

ご
利
用
の
お
客
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
内
容　

全
館
休
館
／
２
月
25
日
㈪
〜
27

日
㈬
、
岩
盤
浴
休
業
／
２
月
25
日
㈪
〜

３
月
１
日
㈮

※
２
月
28
日
㈭
か
ら
岩
盤
浴
以
外
の
施
設

は
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

あ
い
そ
め
の
湯　

TEL
38
・
２
１
０
０

　
　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

森
林
づ
く
り
県
民
税
の

継
続
に
ご
理
解
ご
協
力
を

　

県
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら「
長
野
県

森
林
づ
く
り
県
民
税
」（
森
林
税
）を
導
入

し
、
こ
れ
ま
で
に
手
入
れ
の
遅
れ
た
里
山

で
の
間
伐
の
推
進
を
中
心
と
し
た
森
林
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

森
林
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
県
民
全
体

で
森
林
づ
く
り
を
支
え
る
た
め
、
平
成
25

年
度
以
降
も
森
林
税
を
継
続
し
、
引
き
続

き
森
林
整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
市
内
の
森
林
税
を
活
用
し
た
間
伐
実
績

・
平
成
20
年
度（
６
団
地
40 

ha
）

　

鹿
教
湯
地
区
、
金
剛
寺
地
区
、
塩
尻
地

区
ほ
か

・
平
成
21
年
度（
14
団
地
１
２
６
ha
）

　

生
塚
地
区
、
下
塩
尻
地
区
、
奈
良
尾
地

区
ほ
か

・
平
成
22
年
度（
19
団
地
２
６
６
ha
）

　

大
久
保
地
区
、
腰
越
地
区
、
角
間
地
区

ほ
か

・
平
成
23
年
度（
18
団
地
３
１
６
ha
）

　

上
塩
尻
地
区
、
中
丸
子
地
区
、
戸
沢
地

区
ほ
か

　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
25
・
７
１
３
８

　
　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

市
民
活
動
団
体
の

変
更
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
内
容　

上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
上
田

市
の
市
民
活
動
団
体
」掲
載
の
団
体
で
、

代
表
者
交
代
な
ど
掲
載
内
容
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
新
規
掲
載
団
体
も
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
22
・
４
１
３
０
）、

ま
た
は
メ
ー
ル（m

ati@
city.ueda.

nagano.jp

）で
市
民
参
加
・
協
働
推
進

課
へ
。

　

市
民
参
加
・
協
働
推
進
課

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
５
４
）

賃
貸
住
宅
の
敷
金
返
還
、

原
状
回
復
な
ど
の
無
料
相
談

　

引
っ
越
す
際
の
敷
金
の
返
還
、
老
朽
化

し
た
設
備
の
補
修
費
用
な
ど
の
悩
み
ご
と

を
ご
相
談
く
だ
さ
い（
予
約
不
要
）。

●
日
時　

２
月
12
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
申
し
込
み　

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

長
野
県
行
政
書
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
４
・
１
３
０
０

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　「いいぞー上手い」「そのままー
頑張れー」と仲間を応援する児童
の元気な声が響きます。
 １月４・５日に菅平高原スキー
場で小学生初・中級者スキー教室
が開催され、市内の小学５・６年
生の78人が１泊２日の集団生活を
体験しながらスキーを学びまし
た。
　１日目は、時折雪が激しく降る
中でも児童は元気に「上手く滑れ
るようになって楽しい」「リフトに
乗ってどんどん滑りたい」と笑顔
で話し、快晴の２日目は遠く北ア
ルプス連峰まで見渡せる絶景も見
ながらスキーを楽しみました。

雄大な白銀の世界でスキー
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

お
知
ら
せ
／
催
し

寄附金控除・生命保険料控除が変更されました

◇市・県民税の寄附金税額控除が拡充
　従来の制度に加え税額控除の対象となる寄附金を拡大しました。対象となる寄附先は、独立行政法人、社会福祉法人、
学校法人、公益社団・財団法人などで長野県内に事務所・事業所を有する法人または団体です。個人が寄附を行った場
合には、平成24年１月１日以降支出された寄附金のうち2,000円を超える金額の10％が市･県民税から控除されます。
　寄附金税額控除を受けるためには、寄附をした翌年の３月15日までに、寄附金受領証明書を添付して、所得税または
市・県民税の申告を行う必要があります。また、寄附先が学校法人や特例民法法人の場合には、特定公益増進法人であ
る旨を証明した書類の写しを添付する必要があります。
　これとは別に、応援したい都道府県や市町村（上田市を含む）に寄附した場合、10％の税額控除の外に特例控除も受け
られる「ふるさと寄附金」制度があります。特例控除には、「市・県民税の所得割の10％が限度」という制限はありますが、
例えばふるさと寄付金として３万円を寄附した場合、所得税と市・県民税あわせて２万8,000円（2,000円を超える全額）
が控除されます。上田市でも「夢に向かって！ 上田城復元プロジェクト」などをメニューとしてふるさと寄附金を募集
していますので、市内外の上田市ファンへのお声掛けをお願いします。詳細は市ホームページにも掲載しています。
◇生命保険料控除が変更
　生命保険料控除の制度が改正され、従来の「一般生命保険料控除」、「個人年金保険料控除」に加えて、「介護医療保険料
控除」が新設されました。また、契約時期により適用される控除額も変更になりました。計算方法については、「平成25
年度 市・県民税申告の手引」をご覧ください。

せら知お

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
に

卒
業
・
入
学
祝
い
品
を
贈
呈

　

市
で
は
、今
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
、

ま
た
は
４
月
に
小
学
校
入
学
を
迎
え
る
市

内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
に
、

祝
い
品（
図
書
券
）を
贈
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

２
月
４
日
㈪
〜
３
月
１
日

㈮
　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

う
え
だ
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

人
権
作
品
・
資
料
の
展
示
、
人
権
作
品

表
彰
式
・
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容
／
時
間　

人
権
作
品
・
資
料
の
展

示
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分（
17

日
は
３
時
ま
で
）、
人
権
作
品
表
彰
式

／
16
日
午
後
１
時
〜
、
講
演
会「
ま
ず

は
、
知
っ
て
く
だ
さ
い
」高た
か

根ね

英ひ
で

貴き

氏

（
児
童
養
護
施
設
軽
井
沢
学
園
職
員
）

／
16
日
午
後
２
時
〜

●
入
場
料　

無
料

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

　 税務課　TEL23･5115
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Information A La Carte

さ
さ
ら
の
湯

特
別
感
謝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

開
館
15
周
年
に
あ
た
り
、
日
頃
の
感
謝

を
込
め
て
特
別
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
さ
ら
の
湯
の
年
間
入
館
者
数
を
当
て

た
方
へ
、
お
米
や
優
待
券
な
ど
を
進
呈
し

ま
す
。さ
さ
ら
の
湯
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間　

２
月
４
日
㈪
〜
３
月
29
日

㈮
●
応
募
対
象
者　

平
日
の
入
館
利
用
者

（
朝
風
呂
は
除
く
）。
専
用
の
応
募
用
紙

に
３
ポ
イ
ン
ト
た
め
る
ご
と
に
１
回
の

応
募
が
可
能
で
す
。

●
賞
品　

１
等
賞「
コ
シ
ヒ
カ
リ
20
㎏
」１

名
、
２
等
賞「
さ
さ
ら
の
湯
優
待
利
用

券
10
回
券
」１
名
、
３
等
賞「
コ
シ
ヒ
カ

リ
10
㎏
」２
名
な
ど

●
応
募
場
所　

さ
さ
ら
の
湯
１
階
お
よ
び

２
階
フ
ロ
ン
ト
受
付
前

●
発
表　

４
月
５
日
㈮（
予
定
）

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

人
が
つ
な
が
る
し
く
み
を
つ
く
る

山
崎
亮
さ
ん
講
演
会

　

山崎亮氏

　

生
涯
学
習
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
情
熱

大
陸
」「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」な
ど
に

出
演
し
た
山
崎
亮
さ
ん
を
迎
え
、「
ふ
る
さ

と
」を
核
に
、
人
が
つ
な
が
る
し
く
み
や
、

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法

を
学
び
ま
す
。
講
演
終
了
後
、
参
加
者
同

士
の
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
25
日
㈪
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
内
容　

講
演
会「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
〜
人
が
つ
な
が
る
し
く
み
を
つ
く

る
〜
」（
午
後
７
時
〜
８
時
）、
情
報
交

換
会（
午
後
８
時
〜
８
時
30
分
、
講
師

不
在
）

●
講
師　

山
崎
亮り
ょ
う

氏（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
㈱
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

－

Ｌ
代

表
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
）

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
地
域

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の

持
っ
て
い
る
力
を
高
め
、
抱
え
て
い
る

問
題
を
自
分
た
ち
の
力
で
乗
り
越
え
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

●
定
員　

先
着
１
０
０
名（
市
内
在
住
・

在
勤
者
優
先
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

２
月
１
日
㈮
〜
２
月

15
日
㈮
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
・

６
３
６
８
）、
郵
送（
〒
３
８
６

－

８
６

　

０
１
住
所
不
要　

生
涯
学
習
課
宛
）、

ま
た
は
、
メ
ー
ル（shogaku@

city.
ueda.nagano.jp

）で
生
涯
学
習
課
へ
。

●
そ
の
他

・
当
日
、
情
報
提
供
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま

す
の
で
、
紹
介
し
た
い
チ
ラ
シ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

・
当
日
の
運
営
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会

　

日
本
の
自
殺
者
は
14
年
連
続
で
３
万
人

を
超
え
、
上
田
市
で
も
昨
年
は
38
人
の
方

が
自
ら
命
を
絶
ち
ま
し
た
。
自
殺
の
背
景

に
は
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
病
気
が
あ
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
予
防
と
早
期
発
見
・

治
療
が
大
切
で
す
。
自
殺
を
防
止
す
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
う
つ
病
へ
の

対
応
も
含
め
て
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

ま
す
。

●
日
時　

２
月
24
日
㈰
午
後
１
時（
開
場

０
時
30
分
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題
／
講
師　

①
支
え
よ
う
大
切
な
命

〜
自
殺
に
つ
な
が
り
や
す
い
う
つ
病
の

理
解
と
対
応
、
誰
も
が
な
れ
る
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
〜
／
張ち
ょ
う

賢よ
し

徳の
り

氏（
帝
京
大
学

医
学
部
附
属
溝
口
病
院
精
神
神
経
科
科

長
・
教
授
）、
②
精
神
科
医
療
の
現
状

〜
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
カ
ギ
〜
／
遠
藤
謙
二
氏（
千
曲

荘
病
院
院
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

催
し

上田警察署新庁舎移転と
業務開始

　現在建設中の上田警察署新庁舎が、２月末に
完成し、３月４日㈪から業務を開始します。
　新庁舎の所在地、電話番号は次のとおりです。
●住所　〒386-8511　天神三丁目15番74号
●電話　22･0110
　上田警察署　TEL22･0110

せら知お
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

お
知
ら
せ

所得税などの確定申告期間は2月18日㈪～３月15日㈮です
・平成24年分所得税の確定申告
　確定申告をすれば市・県民税の申告は必要ありません。ただし、確定申告の必要はなくても、市・県民税の申告が必
要になる場合があります。期間内に忘れずに申告してください。
●申告相談・申告書受付期間　２月18日㈪～３月15日㈮（土・日曜日を除く）
●公的年金などを受給している方
　公的年金などの収入合計額が400万円以下で、かつ、公的年金などにかかる雑所得以外の所得金額が20万円以下であ
る場合には、所得税の確定申告は不要です（ただし、医療費控除や社会保険料控除、扶養控除や配偶者控除などを含
めた市・県民税の申告は必要です。忘れずに申告してください）。

●申告をしなければならない方
　①営業・農業・不動産所得などの所得合計額が各種控除合計額を超える方、②給与の年収が2,000万円を超える方、
③給与所得者で給与以外の所得が20万円を超える方、④２か所以上から給与があり、給与以外の所得と年末調整され
なかった給与の収入金額が合計で20万円を超える方など。※還付申告をする場合には、給与以外の所得の合計額が20
万円以下であっても、それら全部を含めて計算しなければなりません。

●申告をすると給与や年金などから源泉徴収された所得税が還付される可能性がある方
　①マイホームを住宅ローンなどで取得した方、②多額の医療費を支払った方、③災害、盗難などにあった方、④年の
途中で退職し再就職していない方など。
●申告時の必要書類
　源泉徴収票（原本）、領収書や証明書など、本人名義の預金口座のわかるもの、印鑑
●個人事業者の消費税、地方消費税
　平成24年分の申告・納付の期限は４月１日㈪、振替納税の振替納付日は４月24日㈬です。
●イータックスをご利用ください
　自宅から国税庁ホームページの電子申告「イータックス」を利用して申告すると最高3,000円の税額控除が受けられ（今
まで控除を受けた方を除く）、添付書類の提出も省略できます。贈与税についても平成24年分から申告できるように
なりました。申告期間中は24時間利用が可能です。
　上田税務署　TEL22･1234

・市・県民税の申告で医療費控除などをお忘れなく
　すでに所得税の申告を済ませ、税額が０円であった方でも、控除額が違うために市･県民税は課税になることがあり
ます。この場合でも、医療費控除や社会保険料控除、扶養控除や寡婦（夫）控除などの申告により、市・県民税を軽減で
きる場合があります。例年、申告漏れが見受けられますので、忘れずに申告してください。詳しくは、各世帯に配布し
た「平成25年度 市・県民税申告の手引」をご覧ください。
●申告受付期間　２月18日㈪～３月15日㈮（土・日曜日を除く）
●場所　上田市民会館、丸子・真田・武石地域自治センターほか出張会場
　 税務課　TEL23･5115

・無料申告相談と青色コーナー
◇無料申告相談会（税理士）
●期間　２月18日㈪～３月13日㈬（土･日曜日を除く）
●対象　小規模事業所得者（消費税申告含む）、給与所得者および年金受給者など。いずれも、譲渡所得のある方を除く。
◇青色コーナー（青色申告会）
●期間　３月５日㈫～８日㈮
◇共通事項
●時間　午前９時～正午、午後１時～４時（受付は午後３時まで）
●場所　上田市民会館
　上田税務署　TEL22･1234

せら知お
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子
育
て
支
援
の
た
め
の

講
演
会

　

子
ど
も
が
自
立
し
、
自
身
の
未
来
を
開

く
た
め
に
、
保
護
者
、
ま
た
は
育
ち
を
見

守
る
者
と
し
て
、
ど
う
い
う
こ
と
を
心
が

け
て
子
育
て
を
し
て
い
っ
た
ら
良
い
の
か

を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

２
月
17
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
演
題　
「
こ
ど
も
の
自
立
に
必
要
な
３

つ
の
大
事
な
こ
と
」

●
講
師　

小こ

松ま
つ

裕ひ
ろ

明あ
き

氏（
長
野
市
立
芦
田

小
学
校
教
諭
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

２
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
学
童
保
育
所
ふ
れ
ん
ど
へ（
託
児

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
時
間
／
午
後
０

時
30
分
〜
７
時
）。

●
参
加
費　

無
料

　

学
童
保
育
所
ふ
れ
ん
ど

　
　

TEL
27
・
２
０
５
１

菅
平
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
記
念

ス
キ
ー
大
会

　

ス
キ
ー
の
父
と
呼
ば
れ
た
ハ
ン
ネ
ス
・

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
氏
の
菅
平
来
訪
を
記
念
し

て
始
ま
っ
た
大
会
で
す
。
ア
ル
ペ
ン
一
般

大
回
転
競
技
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
20
日（
水
・
祝
）

●
場
所　

菅
平
高
原
パ
イ
ン
ビ
ー
ク
オ
オ

マ
ツ
ス
キ
ー
場

●
内
容　

ア
ル
ペ
ン
一
般
大
回
転
競
技
。

年
齢
や
男
女
の
部
別
に
競
技
し
ま
す
。

●
対
象　

小
学
生
以
上
ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

一
人
３
０
０
０
円（
小
中
学

生
は
１
５
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

２
月
１
日
㈮
〜
２
月

25
日
㈪
に
、
所
定
の
申
込
書
を
郵
送

（
〒
３
８
６

－

２
２
０
１　

真
田
町
長

７
１
９
９

－

１
ス
キ
ー
大
会
事
務
局

宛
）、
ま
た
は
窓
口
へ
。
申
込
書
は
上

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
ス
キ
ー
大
会
事
務
局
窓
口

で
。

　

ス
キ
ー
大
会
事
務
局（

教
育
事
務

所
内
）　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

活
動
報
告
会

　
「
蚕
都
く
ら
ぶ
・
ま
〜
ゆ
」で
は
、
長
野

県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
受
け

て
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
２
年
間
の
成
果
を

報
告
し
、
新
た
な
暮
ら
し
方
を
提
案
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
会
場　

塩
田
公
民
館

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要
。
た
だ
し
、託
児（
無

料
、
１
歳
６
ヶ
月
以
上
）希
望
の
場
合

は
、
２
月
14
日
㈭
ま
で
に
要
予
約
。

　

蚕
都
く
ら
ぶ
・
ま
〜
ゆ（
安
井
）

　
　

TEL
27
・
３
１
８
６

企
画
展

「
上
田
小
県
ひ
な
め
ぐ
り
」

　

市
立
博
物
館
恒
例
の
雛ひ
な

人
形
展
。
新
上

田
市
が
誕
生
し
て
８
年
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
旧
上
田
市
の
ほ
か
に
旧
小
県
郡
の

町
村
に
範
囲
を
広
げ
、
江
戸
時
代
か
ら
昭

和
初
期
の

新
た
に
確

認
さ
れ
た

雛
人
形
を

紹
介
し
ま

す
。
蚕た

種ね

紙が
み

を
台
紙

に
使
っ
た

上
田
地
域

製
と
思
わ

れ
る
押お
し

絵え

雛ひ
な

も
ご
覧

下
さ
い
。

●
期
間　

２
月
９
日
㈯
〜
３
月
26
日
㈫

●
場
所　

市
立
博
物
館

●
開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

水
曜
日
・
祝
日
の
翌
日（
３

月
20
日
は
開
館
）

●
観
覧
料　

一
般
２
５
０
円
、
高
校
・
大

学
生
１
８
０
円
、
小
中
学
生
60
円（
市

内
在
住
の
高
校
生
以
下
は
無
料
）

　

市
立
博
物
館　

TEL
22
・
１
２
７
４

丸
子
図
書
館
お
は
な
し
会

　
「
塩
川
お
は
な
し
の
会
」の
み
な
さ
ん
に

よ
る
、
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

喫
茶
・
文
化
講
座

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

●
日
時　

３
月
11
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
交

流
サ
ロ
ン

●
講
師　

内
田
和
美
氏（
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
連
盟
認
定
講
師
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

２
８
０
０
円（
材
料
費
、
お

茶
代
含
む
）

●
持
ち
物　

は
さ
み

●
申
し
込
み　

２
月
10
日
㈰
〜
３
月
４
日

㈪
に
、
電
話
で
池
波
正
太
郎
真
田
太
平

記
館
へ
。

催
し
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
75
回
市
民
公
開
講
座

　

肝
臓
病
に
対
す
る
食
事
や
日
常
生
活
の

送
り
方
、
治
療
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
当

セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
肝
臓
病

－
症
状
や
年
齢
に

あ
っ
た
食
事
、
日
常
生
活
と
治
療
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

異
文
化
理
解
講
演
会

　

日
経
ウ
ー
マ
ン
誌
が「
ウ
ー
マ
ン
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
０
２
」に
選
ん
だ

セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ
ン
グ
ス
氏
の
、
小

布
施
で
の
ま
ち
づ
く
り
体
験
を
交
え
た
講

演
会
で
す
。

●
日
時　

２
月
24
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

●
演
題　
「
セ
ー
ラ
流
異
文
化
理
解
と
ま

ち
づ
く
り
」

●
講
師　

セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ
ン
グ
ス

氏（
㈱
枡ま
す

一い
ち

市
村
酒
造
場
代
表
取
締
役
）

●
定
員　

５
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会（
Ａ

Ｍ
Ｕ
）　

TEL
25
・
２
６
３
１

セーラ・マリ・カミングス氏

依
田
窪
勤
労
者

部
落
解
放
学
校
第
１
講
座

●
日
時　

２
月
８
日
㈮
午
後
６
時
〜
７
時

30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
演
題　
「
連
続
大
量
差
別
は
が
き
事
件
」

か
ら
考
え
る

●
講
師　

浦う
ら

本も
と

誉よ

至し

史ふ
み

氏（
東
京
部
落
解

放
研
究
所
）

●
参
加
費　

無
料

　

教
育
事
務
所　

TEL
42
・
６
６
８
２

長
野
県
立
歴
史
館

企
画
展

　

企
画
展「
愛
娘
の
調
度
品

－

姫
君
様
の

婚
礼
家
具
か
ら
雛ひ
な

人
形
ま
で

－

」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

親
が
愛
娘
の
た
め
に
丹
精
込
め
た
品
を

贈
る
想
い
は
、
現
代
に
も
通
じ
て
い
ま

す
。
県
立
歴
史
館
が
所
蔵
す
る「
丁ち
ょ
う

子じ

唐か
ら

草く
さ

葵あ
お
い

紋も
ん

蒔ま
き

絵え

調ち
ょ
う

度ど

」も「
田
中
平
八
家
の
雛

人
形
・
雛
道
具
」も
愛
娘
の
た
め
に
作
ら

れ
た
逸い
っ

品ぴ
ん

で
す
。
ふ
た
つ
の
資
料
を
全
品

公
開
す
る
の
は
初
め
て
で
、
江
戸
時
代
の

頂
点
で
あ
っ
た
徳
川
将
軍
家
の
姫
君
の
婚

礼
道
具
と
精
巧
な
雛
道
具
と
の
見
比
べ
も

目
玉
の
一
つ
で
す
。

　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
生
き
続
け
る
日
本

の「
美
し
い
技
」と
、
こ
れ
を
愛
娘
へ
の
贈

り
物
と
し
た
想
い
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
開
催
期
間　

３
月
３
日
㈰
ま
で

●
開
催
場
所　

長
野
県
立
歴
史
館（
千
曲

市
屋
代
２
６
０

－

６
）

●
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
高
・
大
学

生
１
５
０
円
、
小
・
中
学
生
70
円（
20

名
以
上
で
団
体
割
引
あ
り
。
小
中
高
校

生
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
日
祝
日
無

料
）

　

県
立
歴
史
館

　
　

TEL
０
２
６
・
２
７
４
・
２
０
０
０

　
　

県
文
化
財
・
生
涯
学
習
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
４
４
１

催
し

＜広告欄＞
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人
権
セ
ミ
ナ
ー

◇
第
２
講
座

●
日
時　

２
月
21
日
㈭
午
後
６
時
〜
７
時

30
分

●
演
題　
「
ア
イ
ヌ
の
歴
史
と
文
化
」

●
講
師　

本
田
優
子
氏（
札
幌
大
学
副
学

長
）

◇
第
３
講
座

●
日
時　

３
月
７
日
㈭
午
後
６
時
〜
７
時

30
分

●
演
題　
「
へ
こ
た
れ
へ
ん
」

●
講
師　

松
村
智さ
と

広ひ
ろ

氏（
み
え
人
権
教
育
・

啓
発
研
究
会
代
表
）

◇
共
通
事
項

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
参
加
費　

無
料

　

教
育
事
務
所　

TEL
42
・
６
６
８
２In

fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･

教
室

第
６
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

何
ら
か
の
原
因
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
ひ

き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
理
解
と
対
応
が
本

人
の
回
復
の
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
25
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

①
講
演「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル（
相
手
に
受
け
入
れ
て
も
ら
い
や
す

い
伝
え
方
）を
学
ぼ
う
」塚つ
か

越こ
し

洋よ
う

子こ

氏

（
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
う
え
だ
心
理
相
談

員
）、
②
交
流
会

●
対
象　

市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

２
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
健
康
推
進
課
へ
。

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

カ
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
で
正
確
な
色
を

表
示
さ
せ
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
、
モ
ニ
タ
ー
と
プ
リ
ン
タ
出
力
の
色

合
わ
せ
に
つ
い
て
実
践
を
交
え
な
が
ら
講

義
し
ま
す
。

●
内
容　

簡
易
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
タ
ー
機
器
の
使

用
方
法
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
キ
ャ
リ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
ニ
タ
ー
の
デ
モ
、

Photoshop
を
使
用
し
た
プ
リ
ン
タ
と

の
カ
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ

●
講
師　

関
利と
し

博ひ
ろ

氏（
日
本
広
告
写
真
家

協
会
正
会
員
）、
海う
ん

野の

勝ま
さ
る

氏（
日
本
広
告

写
真
家
協
会
正
会
員
）

●
日
時　

３
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

カ
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
、
キ
ャ
リ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
た
い
方

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
１
日
㈮
〜
３
月
３
日

㈰
に
、
電
話
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

Illustrator

超
入
門

－

イ
ラ
ス
ト
を
描
こ
う

－
　

Illustrator

を
使
っ
て
簡
単
な
イ
ラ
ス

ト
を
描
き
ま
す
。
ペ
ン
ツ
ー
ル
や
図
形
の

描
き
方
な
ど
の
基
本
に
つ
い
て
知
り
た
い

方
や
、Illustrator

を
使
っ
て
み
た
い
方

向
け
の
講
座
で
す
。

●
日
時　

３
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

文
字
入
力
が
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

１
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
１
日
㈮
以
降
、
電

話
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

●
日
時　

３
月
６
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
10
分

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
階
会
議
室

●
対
象　

収
容
人
員
が
３
０
０
人
以
上
の

「
特
定
防
火
対
象
物
」で
防
火
管
理
者
に

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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選
任
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
過
去
５

年
以
内
に
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い

方
●
定
員　

先
着
80
名

●
参
加
費　

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
員

１
５
０
０
円
、
一
般
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
６
日
㈬
以
降
、
上
田

地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防
課
、
ま

た
は
東
御
・
丸
子
・
真
田
・
依
田
窪
南

部
消
防
署
窓
口
へ
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

カ
ラ
ダ
げ
ん
き
栄
養
教
室

●
日
時　

①
基
礎
編
２
月
21
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
３
時（
受
付
１
時
15
分
〜
）、

②
応
用
編（
実
習
）同
月
27
日
㈬
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分（
受
付
９
時

15
分
〜
）（
①
と
②
で
セ
ッ
ト
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

①
自
身
の
身
体
の
状
態
に
合
っ

た
食
事
の
適
量
を
学
ぶ
、
②
実
際
に
調

理
し
て
味
わ
い
、
日
常
の
食
生
活
を
見

直
す

●
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

●
定
員　

先
着
15
名

●
参
加
費　

３
５
０
円

●
持
ち
物　

①
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
結

果
、
血
液
検
査
結
果
な
ど（
お
持
ち
の

方
）、
②
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
、
ご
家
庭
で
使
用
し
て
い
る

ご
飯
茶
碗

●
申
し
込
み　

２
月
４
日
㈪
〜
２
月
19
日

㈫
に
、
電
話
で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

本
場
中
国
の
家
庭
料
理

水
餃
子
作
り

　

中
国
出
身
で
市
内
在
住
の
講
師
を
迎

え
、
中
国
家
庭
料
理
の
手
作
り
水
餃
子
を

作
り
ま
す
。
皮
か
ら
作
る
、
本
場
の
味
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

２
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

范は
ん

英え
い

如に
ょ

氏

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

７
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

●
申
し
込
み　

２
月
12
日
㈫
以
降
、
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

第
３
回
家
庭
介
護
教
室

　

車
い
す
へ
の
移
乗
方
法
や
家
庭
で
で
き

る
関
節
拘こ
う

縮し
ゅ
く

予
防
運
動
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

●
日
時　

２
月
14
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

２
月
13
日
㈬

●
申
し
込
み　

電
話
で
信
州
上
田
医
療
セ

ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室
へ
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療

連
携
室

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０（
内
線
４
２
２
３
）

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

●
日
時　

２
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
テ
ー
マ　
「
事
例
か
ら
学
ぶ
家
族
の
関

わ
り
方
」

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
ほ
か
情
報
検

索
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。
日
常
生

活
で
ふ
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
用
途
に

応
じ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
て
み
ま

し
ょ
う（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時　

２
月
28
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
定
員　

先
着
14
名

●
申
し
込
み　

２
月
８
日
㈮
以
降
、
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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講
座
・
教
室
／
募
集

楽
し
い
ひ
な
祭
り

料
理
教
室（
託
児
付
）

●
日
時　

２
月
28
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
講
師　

菊
地
貴
美
子
氏（
製
菓
衛
生
師
）

●
内
容　

ひ
な
祭
り
お
祝
い
膳
の
料
理

●
対
象　

初
節
句
を
迎
え
る
生
後
４
か
月

以
上
の
お
子
さ
ん
の
い
る
方

●
定
員　

先
着
15
名

●
参
加
費　

８
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

２
月
12
日
㈫
〜
22
日
㈮
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
、
電
話
で
神

川
地
区
公
民
館
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

認
知
症
高
齢
者
等
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
委
員
募
集

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
他
の
審
議
会
へ
参
画

さ
れ
て
い
る
方
は
、応
募
で
き
ま
せ
ん
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
の
内
容　

認
知
症
高
齢
者
な
ど

が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
認
知
症
対
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
関
し
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
高
齢
者

介
護
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
高
齢

者
介
護
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
、
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

２
月
20
日
㈬

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

上
田
市
地
域
防
災
計
画

修
正
に
対
す
る
意
見
募
集

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
平
成
22
年

夏
に
市
内
で
発
生
し
た
大
雨
に
よ
る
被
害

な
ど
の
教
訓
や
課
題
を
踏
ま
え
、
市
の
防

災
対
策
の
指
針
と
な
る「
上
田
市
地
域
防

災
計
画
」の
修
正
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た

め
、
幅
広
く
意
見
を
い
た
だ
き
修
正
内
容

に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

２
月
６
日
㈬
〜
26
日
㈫

●
修
正
案
の
閲
覧
場
所　

危
機
管
理
防
災

課（
市
役
所
本
庁
舎
３
階
）、
各
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
●
提
出
方
法　

所
定
の
記
入
用
紙（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

ま
た
は
、
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
）に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送（
〒
３
８
６

－

８
６
０
１
住
所
不

要　

危
機
管
理
防
災
課
宛
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
25
・
４
１
０
０
）、
メ
ー
ル（kiki@

city.ueda.nagano.jp

）、
ま
た
は
、
危

機
管
理
防
災
課
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
電
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

武
石
と
も
し
び
博
物
館

茶
道
教
室
11
期
生
募
集

　

４
月
か
ら
２
か
年
で
、
略
手
前
を
習
得

す
る
茶
道
教
室
で
学
び
ま
せ
ん
か
。
茶
道

に
興
味
の
あ
る
初
心
者
の
方
な
ら
、
年
齢

や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
日
時　

４
月
〜
平
成
27
年
３
月
ま
で
の

２
年
間
、
原
則
と
し
て
毎
月
第
１
・
３

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館
茶
室

「
煌こ
う

庵あ
ん

」

●
指
導　

市
川
喜
美
子
氏（
表
千
家
地
方

教
授
）

●
定
員　

先
着
10
名

●
会
費　

月
額
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
１
日
㈮
〜
２
月
22
日

㈮
に
、
電
話
で
市
立
博
物
館
へ
。

　

市
立
博
物
館　

TEL
22
・
１
２
７
４

　
　

＜広告欄＞
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市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。 少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
な

心
身
の
発
達
と
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　

３
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
予
備

日
20
日（
水
・
祝
）

●
場
所　

上
堀
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
競
技
方
法　

８
人
制
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、

高
学
年
の
部（
男
女
４
〜
６
年
生
）、
低

学
年
の
部（
男
女
１
〜
３
年
生
）、
女
子

の
部（
女
子
１
〜
６
年
生
）。
チ
ー
ム
は

原
則
育
成
会
単
位
で
編
成
。

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
２

月
27
日
㈬
の
監
督
会
議
で
徴
収
）

●
申
し
込
み　

２
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙（
申
込
窓
口
ま
た
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）で
郵
送

（
〒
３
８
６

－
０
０
２
５　

天
神
２

－

４

－
74　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
宛
）、
ま

た
は
、
直
接
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、
丸
子

総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
教
育
事
務

所
へ
。ス

ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

都
の
香
り
を
は
こ
ぶ
中
部
地
方
最
古
の
お
堂

「
中ち
ゅ
う

禅ぜ
ん

寺じ

薬や
く

師し

堂ど
う

」

　

塩
田
平
の
南

方
、
独と
っ

鈷こ

山さ
ん

の

麓ふ
も
と

に
中
禅
寺
薬

師
堂
が
あ
り
ま

す
。
平
安
時
代

の
終
わ
り
頃
、

塩
田
地
域
は
後ご

白し
ら

河か
わ

院い
ん

の
女に
ょ
う

御ご

の
建け
ん

春し
ゅ
ん

門も
ん

院い
ん

の

願
い
で
建
て
ら

れ
た
寺
院「
最さ
い

勝し
ょ
う

光こ
う

院い
ん

」の
領

地
と
な
り
ま

す
。そ
の
直
後
、

木
曽
義
仲
が
依

田
城
に
入
り
東
北
信
一
帯
に
勢
力
を
広
げ
ま
し
た
が
、
敗

北
に
よ
っ
て
源
頼
朝
の
支
配
下
に
入
り
ま
し
た
。
中
禅
寺

薬
師
堂
は
、
そ
ん
な
時
代
の
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時

代
初
期
の
建こ
ん

立り
ゅ
う

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
薬
師
堂
は
、
茅か
や

葺ぶ

き
屋
根
で
、
屋
根
面
が
頂
上
の

一
点
に
集
ま
り
、
真
上
か
ら
見
る
と
正
方
形
を
し
て
い
ま

す
。
屋
根
の
頂
上
に
露ろ

盤ば
ん

と
い
う
四
角
い
台
を
の
せ
、
そ

の
上
に
宝ほ
う

珠じ
ゅ

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を「
宝ほ
う

形ぎ
ょ
う

造づ
く
り

」と

い
い
ま
す
。
壁
は
板
を
横
に
張
り
、扉
は
正
面
に
３
か
所
、

そ
れ
以
外
の
三
面
に
１
か
所
ず
つ
あ
り
ま
す
。
平
安
時
代

の
終
わ
り
頃
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た「
阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

形
式
」と
い

う
建
て
方
で
、
岩
手
県
平
泉
の
中ち
ゅ
う

尊そ
ん

寺じ

金こ
ん

色じ
き

堂ど
う

が
そ
の
代

表
的
な
例
で
す
。

　

内
部
は
、
堂
の
中
ほ
ど
に
４
本
の
丸
い
柱
を
立
て
、
こ

れ
ら
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
仏
を
安
置
す
る
須し
ゅ

弥み

壇だ
ん

が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
須
弥
壇
の
位
置
は
、
時
代
が
新
し
く
な

る
ほ
ど
堂
の
後
ろ
の
壁
の
方
へ
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
薬
師
堂
は
様
式
の
面
か
ら
も
古
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
お
堂
の
薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

像ぞ
う

は
国
の
重
要
文
化
財
に
、
仁

王
門
の
金
剛
力
士
像
は
県
宝
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
中
禅
寺
に
は
貴
重
な
文
化
財
が
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
塩
田
地
域
が
都
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
時

期
を
中
心
に
、
優
れ
た
仏
教
文
化
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

中禅寺薬師堂（全景）

＜広告欄＞
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ア･ラ･カルト
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

情報

Information A La Carte

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

募
集

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

参
加
催
事
団
体
募
集

　

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
５
月
５
日
開
催
予
定
の「
第
42
回
う

え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
」に
向
け
、
参
加
す

る
催
事
団
体
と
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
催
事
を
や
り
た
い
方
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
た
い
方

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

月
２
回
・
木
曜
日
夜
に
、
実
行
委
員
会

会
議
を
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
催
予
定

で
す
。

●
申
し
込
み　

電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
。

●
そ
の
他　

こ
ど
も
ま
つ
り
公
式
サ
イ
ト

http://com
ich.net/kodom

o/

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

丸
子
霊
園
利
用
者
募
集

●
所
在
地　

上
丸
子
１
２
２
２
番
地

●
区
画
数　

２
種（
4.9
㎡
）３
区
画
、
３
種

（
6.6
㎡
）１
区
画

●
管
理
料（
年
間
）　

２
種
１
５
０
０
円
、

３
種
２
０
０
０
円

●
永
代
使
用
料　

２
種
８
万
７
０
０
０

円
、
３
種
11
万
６
０
０
０
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
。

●
申
し
込
み　

２
月
12
日
㈫
以
降
、
電
話

で
丸
子
市
民
生
活
課
へ（
先
着
順
）。

　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

公
民
館
社
会
教
育
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）を
募
集

　

主
に
青
少
年
育
成
ま
た
は
人
権
同
和
教

育
を
担
当
し
企
画
運
営
に
携
わ
る
ほ
か
、

地
域
に
入
っ
て
分
館
活
動
な
ど
の
お
手
伝

い
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動

に
熱
意
の
あ
る
、
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
、
満
22
歳
以
上
62
歳
以
下
の
市
民

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日（
勤
務
状
況
に
よ
り
更
新
あ
り
）

●
勤
務
場
所　

市
内
公
民
館

●
任
用
形
態　

非
常
勤
職
員（
嘱
託
職
員
）

●
勤
務
時
間　

週
30
時
間（
勤
務
は
、
土

日
祝
日
や
夜
間
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）

●
報
酬　

月
額
15
万
５
９
０
０
円（
通
勤

手
当
あ
り
、
社
会
保
険
加
入
）

●
申
し
込
み　

２
月
18
日
㈪
ま
で
に
、
履

歴
書（
写
真
貼
付
）と
レ
ポ
ー
ト（
８
０

　

０
字
程
度
、
様
式
自
由
）を
教
育
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
レ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ
は「
地
域
の
青
少
年
育
成
に
つ

い
て
」、
ま
た
は「
地
域
の
人
権
同
和
教

育
に
つ
い
て
」の
ど
ち
ら
か
と
し
ま
す
。

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
、面
接
審
査（
選

考
結
果
は
、
郵
送
ま
た
は
電
話
で
通
知

し
ま
す
）

　

教
育
総
務
課　

TEL
23
・
５
１
０
０

平
成
25
年
度
信
濃
寮

入
寮
生
募
集

●
所
在
地　

東
京
都
小
金
井
市
東
町
３

－

17

－

43

●
寮
費　

月
約
４
万
円（
部
屋
代
、
朝
夕

食
費
、
電
気
・
水
道
代
含
む
。
別
途
入

寮
金
４
万
円
）

●
対
象　

長
野
県
出
身
の
男
子
で
、
首
都

圏
の
４
年
制（
医
・
歯
・
薬
学
含
む
）大

学
の
入
学
予
定
者
、
お
よ
び
在
籍
者
。

●
募
集
人
員　

約
20
名

●
申
し
込
み　

入
寮
願
書
の
請
求
方
法
、

お
よ
び
、
出
願
手
続
き
な
ど
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い（http://

shinanoryo.sakura.ne.jp/

）。

●
選
考　

３
月
17
日
㈰
ま
で
に
、
書
類
選

考
・
当
寮
に
て
面
接
の
う
え
決
定
。

　

㈶
信
州
学
生
協
会
信
濃
寮

　
　

TEL
０
４
２
２
・
32
・
５
４
７
９

※「
情
熱
地
域
」は
休
載
し
ま
し
た
。

＜広告欄＞
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上田市から参加した市民ランナーの感想

大井敏子さん（上田原）・前列右
「普段練習している場所と違って、アップダウンがきつかっ
たですが、景色も良く、気持ちよく走れました。また、文化
遺産からパワーをもらい、くのいちの忍者衣装も楽しかった
です。」

土屋和
わ

嘉
か

子
こ

さん（大屋）・前列中央
「アップダウンがきつかったですが、素晴らしい景色をみな
がら走りきることができました。」

山岸定
さだ

彦
ひこ

さん（長瀬）・前列左
「走り終わって達成感があり大
変満足しましたが、なにより
も、九度山町の皆さんの温かい
人柄が感じられました。末永く
お付き合いさせていただきたい
です。」

姉妹都市 和歌山県九度山町との交流事業
九度山世界遺産マラソン大会に市民ランナーが参加

　

１
月
20
日
、
姉
妹
都
市
の
和
歌
山
県
九

度
山
町
で
第
５
回
九
度
山
世
界
遺
産
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
上
田
市
か
ら
市

民
ラ
ン
ナ
ー
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
以
前
は
九
度

山
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、平
成
16
年
７
月
７
日
に「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参さ
ん

詣け
い

道み
ち

」が
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
名

称
を
変
更
し
、
九
度
山
世
界
遺

産
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
田
市
と
九
度
山
町
と
の
交

流
は
、
関
ケ
原
の
合
戦
後
、
真

田
昌
幸
・
幸
村
親
子
が
徳
川
家

康
か
ら
九
度
山
に
蟄ち
っ

居き
ょ

を
命
じ

ら
れ
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
縁

で
、
昭
和
52
年
に
旧
真
田
町
と

九
度
山
町
が
姉
妹
都
市
提
携
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
平

成
８
年
に
は
、
姉
妹
都
市
交

流
事
業
と
し
て
真
田
町
一
周
駅

伝
大
会
に
九
度
山
町
か
ら
出
場

チ
ー
ム
を
招
き
、
以
降
、
こ
の

交
流
は
上
田
市
に
な
っ
た
後
も
続
い
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
つ
な
が
り
か
ら
、
節
目

で
あ
る
第
５
回
を
迎
え
た
九
度
山
世
界
遺

産
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、
上
田
市
か
ら
も
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
小
中
学
生
が
参
加
す
る
１
〜

３
㎞
の
部
と
、
高
校
生
以
上
が
参
加
す
る

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
な
ど
が
あ
り
、
約

６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、
世
界
遺
産
近
く

を
周
回
す
る
コ
ー
ス
も
あ
り
、
高
低
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
九
度
山
町
の
豊
か
な
自

然
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ー
ス

付
近
に
は
、
世
界
遺
産
で
あ
る
慈じ

尊そ
ん

院い
ん

、

丹に

生う

官か
ん

省し
ょ
う

符ぶ

神じ
ん

社じ
ゃ

、
高
野
山
町ち
ょ
う

石い
し

道み
ち

が
あ

り
、
世
界
遺
産
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶

好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
り
、
上
田
市
か

ら
参
加
し
た
市
民
ラ
ン
ナ
ー
に
は
九
度
山

町
民
か
ら
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
、
み
ご

と
全
員
が
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
中
に
は
、
真
田
氏

に
ち
な
ん
で
忍
者
の
衣
装
を
着
て
出
走
し

た
方
も
い
ま
し
た
。

　

大
会
全
12
種
目
の
第
７
位
の
入
賞
者
に

は
、
上
田
市
長
賞
と
し
て
信
州
上
田
の
農

産
物
詰
め
合
わ
せ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
当
日
は
、
九
度
山
町
と

上
田
市
が
物
産
販
売
を
行
い
、
上
田
市
か

ら
は
、
リ
ン
ゴ
、
み
そ
、
そ
ば
、
野
沢
菜

な
ど
を
出
展
販
売
し
、
中
で
も
リ
ン
ゴ
は

大
好
評
で
し
た
。

慈尊院の前を走る市民ランナー



四ツ葉ス
ケッチ

　12月15日、武石小学校の校庭で「たけし
少年野球教室」が開催され、武石少年野球
クラブや近隣の少年野球チーム５団体58
人が参加しました。
　この教室は、プロ野球選手を講師に招き、
成長期にふさわしい野球の指導を受け、子
どもたちだけでなく、指導者のレベルアッ
プも目的に、たけしスポーツクラブ・少年
野球教室実行委員会が、市のわがまち魅力
アップ応援事業の補助を受け開催したもの
です。講師はオリックス・バッファローズ
一軍の深

ふか

江
え

真
まさ

登
と

選手（松商学園高等学校出
身）、元読売ジャイアンツの田中健太郎さ
ん（松商学園高等学校出身）で、走り方、バッ
トやグラブの構え方など基礎的なものか
ら、フライの捕り方やバントの仕方など約
２時間に渡り指導を受けました。
　参加した武石少年野球クラブピッチャー
の児玉梨

り

樹
き

さん（武石小６年）は、「参加で
きてうれしかった。プロの深江選手と対戦
してスイング（空振り）を２回とれました。
もっと一生懸命練習して、将来はプロ野球
選手になりたい」と話していました。

プ
ロ
選
手
の
指
導
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

た
け
し
少
年
野
球
教
室

　

１
月
12
日
、丸
子
総
合
体
育
館
を
会

場
に
、丸
子
少
年
少
女
柔
剣
道
教
室
の
初

稽
古
と
お
汁し
る

粉こ

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

柔
道
教
室
は
武
道
場
、
剣
道
教
室
は

体
育
館
に
分
か
れ
て
稽
古
が
始
ま
る

と
、
冷
え
込
ん
だ
空
気
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
な
子
ど
も
達
の
大
き
な
か
け
声
が

会
場
に
響
き
ま
し
た
。

　

初
稽
古
の
後
は
、
丸
子
解
放
セ
ン

タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
恒
例
の
鏡
開
き

式
と
お
汁
粉
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お

汁
粉
は
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
一
環
と
し
て
依

田
窪
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
皆
さ
ん
が
毎

年
作
っ
て
く
れ
る
も
の
で
、
子
ど
も
達
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
指
導
す
る
先
生
の
挨
拶
の
後
に

順
番
で
お
汁
粉
を
受
け
取
る
と
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

ほ
お
ば
り
、
食
べ
終
わ
る
と
す
ぐ
に
列
に
並
び
、
餅

を「
６
枚
食
べ
た
よ
」、「
７
枚
食
べ
た
よ
」と
話
し
な

が
ら
お
代
わ
り
し
て
食
べ
、
会
場
は
美
味
し
そ
う
に

お
汁
粉
を
食
べ
る
子
ど
も
達
の
元
気
な
笑
顔
や
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

柔
道
教
室
の
黒
岩
海か
い

斗と

さ
ん（
丸
子
北
小
６
年
）

は
、「
お
汁
粉
会
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
最
後
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
が
、
３
月
の
閉

校
式
ま
で
し
っ
か
り
と
稽
古
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

美味しいお汁粉で新年をスタート
丸子少年少女柔剣道教室初稽古
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　12月７日から９日まで上田市文化センターで、
第37回七

しち

高
こう

展
てん

が開催されました。七高展は、上田
千曲、上田、上田染谷丘、上田東、丸子修学館、東
御清翔、上田西の上小地区７高等学校の美術クラブ
の合同作品展です。６日には、講評会が行われ、出
品作品１点ずつを先生と生徒が見ながら、感想やア
ドバイスを述べ合いました。
　この作品展に出品された77作品は、平成26年秋
の開館を目指し、工事が進む交流・文化施設の工事
現場を囲む仮囲いの壁面にラッピングされます。こ
れは、工事施工者の地域貢献活動の一環で、育成を
運営目標とする新施設にふさわしく、子どもたちの
作品で工事現場に彩りを与えるもので、今回の高校
生の作品に続き、今後、多くの子どもたちの作品が
順次仮囲いに展示される計画です。
　交流・文化施設の仮囲いに自分たちの作品が展示
されることについて、田中麻

ま

央
お

さん（丸子修学館高
等学校２年・美術部部長）は、「作品の思いや、表現
したいもの、努力を見て感じてもらえると嬉しい」、
坪川良

りょう

祐
すけ

さん（上田千曲高等学校３年・美術班班長）
は「とても貴重な機会で、色々な人に作品を見ても
らえるので楽しみです」と感想を話していました。

　

１
月
６
日
、
真
田
少
年
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
剣
道
教
室
初

稽
古
が
真
田
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
剣
道

教
室
で
稽
古
す
る
真
田
地
域

の
小
学
生
22
人
に
加
え
て
真

田
中
学
校
剣
道
部
の
生
徒
６

人
も
初
稽
古
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

凍い

て
つ
く
よ
う
な
冷
た
い

床
の
上
で
裸
足
で
の
稽
古
が

始
ま
る
と
、
身
が
締
ま
る
よ
う
に
冷
え
た
体
育
館
に
大
き
な
気
合
の
声

と
打
ち
込
ま
れ
る
竹し

刀な
い

の
音
が
響
き
渡
り
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
稽
古
を
し
ま
し
た
。

　

剣
道
教
室
リ
ー
ダ
ー
の
若
林
翔し
ょ
う

輝き

さ
ん（
本
原
小
６
年
）は
、「
寒
か
っ

た
け
れ
ど
皆
で
稽
古
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
。
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
に
何
回
か
大
会
が
あ
る
の
で
良
い
成
績
を
収
め
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

稽
古
の
後
に
は
保
護
者
や
指
導
者
の
皆
さ
ん
が
準
備
し
た
餅
つ
き
が

行
わ
れ
、
竹
刀
を
大
き
な
杵き
ね

に
持
ち
替
え
た
子
ど
も
た
ち
が
賑
や
か
に

元
気
よ
く
餅
を
つ
き
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
雑
煮
に
し
て
も
ら
い
食

べ
ま
し
た
。

武道を通じて心身を鍛える

寒さを吹き飛ばす大きな気合

七
高
展
を
開
催

交
流
・
文
化
施
設
の
仮
囲
い
に
高
校
生
の
美
術
作
品
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成人を迎え、一人の大人
として人に頼り過ぎず自
分の考えに責任を持って
行動していきたい。また、
４月から就職するので両
親に恩返ししていきたい
と思います。

滝沢 かおりさん
（真田中学校出身）

真田中央公民館

平成26年成人式の実行委員を募集します。来年の成人式の企画・運営をしてみませんか。 　  生涯学習課　TEL23・6370

小学校の恩師の言葉「挑
戦、それから努力、結果は
あとからついてくる」を胸
に、様々なことにチャレン
ジして責任のある大人に
なりたいと思います。

大沢 拓
たく

真
ま

さん
（依田窪南部中学校出身）

武石公民館

介護関係の専門学校へ
通っていますが、ふれあ
いを通じて心のつなが
る、また地域に貢献する
仕事として、将来、介護
関係の職に就き、長く続
けたいと思っています。

掛川 純
あや

花
か

さん
（丸子中学校出身）

丸子文化会館

実感があまりありませ
んが、社会人の一員と
して新たに気を引き締
め、世の中に貢献して
いける人間になりたい
と思います。

森 このみさん
（塩田中学校出身）

塩田公民館
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市民会館

　１月13日、上田市成人式が市内７会場で開催され、平成４年４月２日か
ら平成５年４月１日までに生まれた新成人1,265人が出席しました。
　新成人からなる成人式実行委員会がアトラクションの企画、式当日の受
付や司会などを担当し、地域の特色を生かした内容の式典は、和やかな雰
囲気の中、開催されました。
　華やかな振り袖やスーツに身を包んだ新成人たちは、家族、恩師、地域の
方々への感謝と新たな誓いを胸に、成人としての第一歩を踏み出しました。
　各会場の成人式実行委員長の成人を迎えての抱負や気持ちと、会場の様
子を紹介します。

大学生なので勉学に
励み、責任を持った
行動をし、しっかり
と見本になるような
大人になりたいと思
います。

竹内 傑
すぐる

さん
（第五中学校出身）

平成2
5年

今までは教育を受け
る側にいましたが、
新成人となったこれ
からは、社会人の一
員としての自覚を持
ち自立したいと思い
ます。

三井 千
ち

晶
あき

さん
（第一中学校出身）

上田市成人式

大人になることを自
覚し、社会のルール
などを守っていくこ
とと、これから就職
しますが、社会の中
で活躍していきたい
と思います。

西川 みゆきさん
（第六中学校出身）

上田創造館

上野が丘公民館
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
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（　）内は外国人の人数です。
人口：161,947人　　男：79,176人　　女：82,771人　　世帯数：65,298世帯
　　　（3,677人）　　　　（1,738人）　　  　（1,939人）

人の動き（平成25年１月１日現在）

10月に丸子文化会館
で行われた地区大会
で歌う丸子中央小学
校合唱クラブ

毎朝の練習の様子

　

11
月
25
日
、
東
京
都
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
東
日
本
優
秀
演
奏

発
表
会
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
長
野
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
丸
子

中
央
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

丸
子
中
央
小
学
校
は
昔
か
ら
合
唱
が
盛
ん
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会
に
は
18
年
連
続
出
場
し
、
４
年
前
に
は

全
国
大
会
へ
の
出
場
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
合
唱
ク
ラ
ブ
は
、

５
・
６
年
生
の
計
53
人
。
学
校
生
活
の
中
で
歌
う
こ
と
が
習
慣
づ

い
て
い
る
丸
子
中
央
小
学
校
の
伝
統
の
中
で
、
先
輩
た
ち
の
歌

声
を
引
き
継
ぎ
、
仲
間
と
歌
う
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
、
毎
朝

授
業
の
始
ま
る
前
と
毎
週
土
曜
日
に
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
互
い
に
仲
間
を
信
じ
、
心
を
一
つ
に
し

て
作
り
上
げ
た
コ
ン
ク
ー
ル
曲「
信
じ
る
」の
歌
声
に
、
会
場
か

ら
は
惜
し
み
な
い
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
保
護
者
も

夢
と
感
動
を
い
た
だ
き
、
こ
ん
な
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て

く
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
後
に
ク
ラ
ブ
長
の
小こ

相あ
い

澤ざ
わ

千ち

夏な
つ

さ
ん（
６
年

生
）は
、「
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
自
分
た
ち
ら
し
い
表
現
で

歌
え
た
こ
と
、
心
を
一
つ
に
し
て
今
ま
で
で
最
高
の『
信
じ
る
』

が
歌
え
た
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
」と
受
賞
の
喜
び
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

12
月
14
日
に
は
、
満
席
の
丸
子
文
化
会
館
で
さ
よ
な
ら
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
６
年
生
が
引
退
。
次
年
度
に
向
け
て
、
バ

ト
ン
は
５
年
生
に
託
さ
れ
ま
し
た
。

丸
子
中
央
小
合
唱
ク
ラ
ブ
が
優
秀
賞
を
受
賞

記
事
投
稿
／
丸
子
中
央
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ
保
護
者
会

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、次のアドレスに空メールを送るか、
右の二次元バーコードをご利用ください。
mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  秘書課　TEL23・5149 登録アドレス

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市秘書課宛▲

TEL　23・5149　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp
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